
香川県立中央病院 受託研究（治験）契約書を一部改正する。 

改正前 改正後 

受託研究（治験）契約書 

  

香川県立中央病院（以下「甲」という。）と （治験依頼者の名称） （以

下「乙」という。）とは、被験薬         の治験（以下「本治

験」という。）の実施に際し、次の手続きが完了したので、本治験の実施

に関し以下の各条のとおり契約を締結する。 

中略 

 

（本治験に係る費用及びその支払方法） 

第１１条 本治験の委託に関して、乙は甲に対し、次の各号に掲げる額に

ついて、次項及び第３項に示すところにより費用を支払うものとする。 

一 本治験に要する費用のうち、診療に要する費用以外のものであっ

て、本治験の適正な実施に必要な費用として次の各号に掲げる額（消

費税を含む。） 

（１）臨床試験研究費として受託研究経費算出表に基づき算出した額 

（２）医薬品管理費として医薬品管理費ポイント算出表に基づき算出し

た額 

（３）事務経費として本治験に必要な光熱水料、消耗品費、印刷製本費、

通信運搬費等、治験の事務処理に必要な経費：（１）～（２）の１０％ 

（４）管理経費として技術料、機械損料、建物使用料、その他（１）～

（３）に該当しない治験関連経費：（１）～（３）の３０％  

二 本治験に係る診療に要する費用のうち、保険外併用療養費の支給対

象外の費用（消費税を含む。以下「支給対象外費用」という。）とし

て甲が診療月の翌月毎に乙に請求する額 

三 本治験に係る被験者負担軽減費（治験協力費等）の振込み事務に要

する費用として被験者負担軽減費（治験協力費等）の振込額の３０％

に相当する額 

四 初回治験審査委員会費用として２００，０００円 

受託研究（治験）契約書 

 

香川県立中央病院（以下「甲」という。）と （治験依頼者の名称） （以

下「乙」という。）とは、被験薬         の治験（以下「本治

験」という。）の実施に際し、次の手続きが完了したので、本治験の実施

に関し以下の各条のとおり契約を締結する。 

中略 

 

（本治験に係る費用及びその支払方法） 

第１１条 本治験の委託に関して、乙は甲に対し、次の各号に掲げる額に

ついて、次項及び第３項に示すところにより費用を支払うものとする。 

一 本治験に要する費用のうち、診療に要する費用以外のものであっ

て、本治験の適正な実施に必要な費用として次の各号に掲げる額（消

費税を含む。） 

（１）臨床試験研究費として受託研究経費算出表に基づき算出した額 

（２）医薬品管理費として医薬品管理費ポイント算出表に基づき算出し

た額 

（３）事務経費として本治験に必要な光熱水料、消耗品費、印刷製本費、

通信運搬費等、治験の事務処理に必要な経費：（１）～（２）の１０％ 

（４）管理経費として技術料、機械損料、建物使用料、その他（１）～

（３）に該当しない治験関連経費：（１）～（３）の３０％  

二 本治験に係る診療に要する費用のうち、保険外併用療養費の支給対

象外の費用（消費税を含む。以下「支給対象外費用」という。）とし

て甲が診療月の翌月毎に乙に請求する額 

三 本治験に係る被験者負担軽減費（治験協力費等）の振込み事務に要

する費用として被験者負担軽減費（治験協力費等）の振込額の３０％

に相当する額 

四 初回治験審査委員会費用として２００，０００円 



五 本治験に係る治験審査委員会の開催に要する費用として治験審査

委員会審査回数に１２０，０００円を乗じた額 

 六 継続審査費用として１２０，０００円 

  

七 院内ＣＲＣを導入する場合は、院内ＣＲＣ経費として院内ＣＲＣ費用

ポイント算出表に基づき算定した額 

２ 乙は、前項第１号に掲げる額のうち医薬品管理費、事務経費、管理経

費の合計金額を初期費用として、また、臨床試験研究費を目標とする被

験者数で除した金額に、契約期間における実施した被験者の数を乗じた

金額（以下「出来高」という。）を、甲が発行する納入通知書により、

指定する期限までに支払うものとする。 

３ 乙は、第１項第二号から第七号に掲げる額を甲が発行する納入通知書

により、指定する期限までに支払うものとする。 

４ 甲は、支給対象外費用を請求しようとするときは、被験者の診療に際

して実施した検査、画像診断、投薬及び注射の内容を記載した資料を添

付して請求するものとする。この場合において、乙は、当該支給対象外

費用に係る請求内容について、甲に説明を求めることができるものとす

る。 

５ 乙は、送金、振込み等の費用の支払いに関して必要な手続を、甲の指

定するところに従って行うものとする。 

６ 乙は、一度納付した研究費の返還を求めないものとする。 

以下略 

 

五 本治験に係る治験審査委員会の開催に要する費用として治験審査

委員会審査回数に１００，０００円を乗じた額。ただし、治験審査委

員会に継続審査がある場合は算定しない。 

 六 継続審査費用として１００，０００円 

 七 院内ＣＲＣの導入に関する経費として院内ＣＲＣ費用ポイント算

出表に基づき算定した額 

２ 乙は、前項第１号に掲げる額のうち医薬品管理費、事務経費、管理経

費の合計金額を初期費用として、また、臨床試験研究費を目標とする被

験者数で除した金額に、契約期間における実施した被験者の数を乗じた

金額（以下「出来高」という。）を、甲が発行する納入通知書により、

指定する期限までに支払うものとする。 

３ 乙は、第１項第二号から第七号に掲げる額を甲が発行する納入通知書

により、指定する期限までに支払うものとする。 

４ 甲は、支給対象外費用を請求しようとするときは、被験者の診療に際

して実施した検査、画像診断、投薬及び注射の内容を記載した資料を添

付して請求するものとする。この場合において、乙は、当該支給対象外

費用に係る請求内容について、甲に説明を求めることができるものとす

る。 

５ 乙は、送金、振込み等の費用の支払いに関して必要な手続を、甲の指

定するところに従って行うものとする。 

６ 乙は、一度納付した研究費の返還を求めないものとする。 

以下略 

 

 

 


